
「新しい生活様ェ式」に対応した

新型コロすウイルス感染症感染拡大手防ガイ ドライン

|

代表者筈: 矛pォみ

1.一定の距離 (ソーシャルディスタンス)の確保方法
・磨内が,毘雑しなしヽよう、必要筵廟じて入l藤綿S晨を実施する。
中来審が鐘ぶ場合、2節程度の間隔を斐とするよう床にテープを具占り誘導する。
争遂理華ぬでの座l驚の鰯鰯をとる。
こ殉ゆン

'一
ぬとカウンターをアクリル板等により遮顧する。

・対蘊の最騒恵犠を確l果する。

2.従業員の健康管理 (保健衛生対策)の徹底
・従業員の就業舗のl本還測定を実施する。

・従業員命マスク等の醤罵、季洗い 。手撼浦毒を徹底する。

3.3密 (密集、密接、宙閉)の回避
・鷹 |ま対饉すこπょら`ないよう配置を重夫し,舞躍士の蘭隔も可能なと展り広くする。
→
lttl~曇等 (区ザどら才亀た狭しヽ策聞)の利用l意、5入未満・ 2籍聞奴肉 (少人数・
短轄聞)とする。

4.換気の徹底
う換気設鱚 iこよる換気を実施する。

・窓の厨寿尋閣すこよる簿忌等2藝以上の換気を実施すると
,送迎華ぬでの換鑢を実海毯する。

5,お客様への咳エチケット・手洗いのお願い
う惑鏑入圧llこ、核五チケッ朴・手洗もヽなどの感染症対策を、お願も指する雷掲承

する。

・発熱や鞍、頭癌等の症斌がある痛すこつ襟てtま、入底を終新と今させてしヽただく

選を掲承する。

6..蓮
磐基薮桑塞寧蜃。奄設置趨霧:夕 rヽす殆、Щチぬ
こ縄鶏後感、審癬 鱗テープル、縄鶏段縮・機材等の達毒を実純夢る。 ′

7.独自の感染ラ防対策
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↑使用する船に貼付


